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無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 0

油分布状況（１号機）

抜管エリアは、目視にて油膜が存在していないこ
とを確認した。

■：油膜が確認された範囲
■：油膜が存在すると想定される範囲（未調査）
■：油膜が確認されていない範囲
■：油膜が存在しないと想定される範囲（未調査）
□：床面に滞留水がほとんど存在しない範囲

D/G

H/B

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 1

■：油膜が確認された範囲
■：油膜が存在すると想定される範囲（未調査）
■：油膜が確認されていない範囲
■：油膜が存在しないと想定される範囲（未調査）

ヒーター室、竹の廊下、大
物搬入口奥スロープ脇の機
器ハッチにおいては、油膜
が存在しないことが確認さ
れた。

D/G室は未調査だが，３
号の状況と同等と考えられ
るため，油膜が存在すると
想定される。

油分布状況（２号機）

D/G

T9404468
テキストボックス
 参考資料－２



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 2

油分布状況（３号機）

D/GD/G

Ｄ／Ｇ室エリアで油膜が確認
された。

3号機D/G室

■：油膜が確認された範囲
■：油膜が存在すると想定される範囲（未調査）
■：油膜が確認されていない範囲
■：油膜が存在しないと想定される範囲（未調査）

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 3

油分布状況（４号機）

ヒーター室エリアに油膜が確認された。

その他のエリアは，数十ppm程度であり油膜は確認されない。

4号機ヒーター室

■：油膜が確認された範囲
■：油膜が存在すると想定される範囲（未調査）
■：油膜が確認されていない範囲
■：油膜が存在しないと想定される範囲（未調査）

D/G



無断複製・開示禁止 東京電力株式会社 0

（参考）屋根状況一覧（１／２）

3R/B

3Rw/B2R/B

1R/B
（カバー）

1T/B

2T/B

3T/B

4T/B
4R/B
（カバー）

4Rw/B

2Rw/B

1Rw/B

3C/B
4C/B

1C/B
2C/B

山側エリア全景

屋根・カバー
（雨水流入対策 不要）

屋根破損部
（雨水流入対策 必要）

雨漏れがある箇所
（漏水の程度によっては雨水流入対策 要）

建屋カバー取り外し予定

下屋

下屋

下屋

下屋

参考資料－3

無断複製・開示禁止 東京電力株式会社 1

3R/B

2R/B

1R/B
（カバー）

1T/B

2T/B

3T/B

4T/B

4R/B
（カバー）

2Rw/B
1Rw/B

4Rw/B

3Rw/B

海側エリア全景

（参考）屋根状況一覧（２／２）

屋根・カバー
（雨水流入対策 不要）

屋根破損部
（雨水流入対策 必要）

雨漏れがある箇所
（漏水の程度によっては雨水流入対策 要）

建屋カバー取り外し予定

下屋

下屋

下屋



無断複製・転載禁止　東京電力株式会社　　

　　　平成２５年度　トレンチ内等 溜まり水調査結果一覧

１・２号機超高圧開閉所

サイトバンカー建屋ボイラー建屋

厚　生　棟

１～４号機共用所内

３・４号機超高圧開閉所

運用補助共用施設

雑固体廃棄物

プロセス主建屋

ｻﾌﾟﾚｯｼｮﾝ･

１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

一次水処理建屋

旧事務本館

情報棟

１号機原子炉建屋（Ｒ／Ｂ）

（Ｃ／Ｂ）
２号機コントロール建屋

廃棄物処理建屋

（ＲＷ／Ｂ）
２号機原子炉建屋（Ｒ／Ｂ）

３号機原子炉建屋（Ｒ／Ｂ）

（Ｃ／Ｂ）

３号機コントロール建屋

廃棄物処理建屋

（ＲＷ／Ｂ）

（Ｃ／Ｂ）

４号機コントロール建屋

４号機原子炉建屋（Ｒ／Ｂ）

廃棄物処理建屋
（ＲＷ／Ｂ）

１～２号機サービス建屋（Ｓ／Ｂ） ３～４号機サービス建屋（Ｓ／Ｂ）

循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出弁ﾋﾟｯﾄ

1-19:２号機軽油配管ﾄﾚﾝﾁ 1-27:重油配管ﾄﾚﾝﾁ(3・4号機東側）

1-12:２～４号機DG連絡ﾀﾞｸﾄ

1-21:３号機起動用変圧器ｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ

1-9:１号機ｺﾝﾄﾛｰﾙｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ

1-5:１号機予備電源ｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ

1-28:３号機電源ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚﾝﾁ

1-1:水処理建屋～１号機T/B連絡ﾀﾞｸﾄ

1-4:１号機電源ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚﾝﾁ
1-17:２号機電源ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚﾝﾁ

1-38:４号機電源ｹｰﾌﾞﾙﾄﾚﾝﾁ

1-2:１号機薬品ﾀﾝｸ連絡ﾀﾞｸﾄ

1-20:２号機薬品ﾀﾝｸ連絡ﾀﾞｸﾄ
1-23:３号機薬品ﾀﾝｸ連絡ﾀﾞｸﾄ

1-30:４号機薬品ﾀﾝｸ連絡ﾀﾞｸﾄ

1-3:１号機放射性流体用配管ﾀﾞｸﾄ

1-13:２号機放射性流体用配管ﾀﾞｸﾄ

1-22:３号機放射性流体用配管ﾀﾞｸﾄ

1-29:４号機放射性流体用配管ﾀﾞｸﾄ

1-34:共用プール連絡ダクト

1-25:３号機ｵﾌｶﾞｽ配管ﾀﾞｸﾄ(北側)

1-35:４号機ｵﾌｶﾞｽ配管ﾀﾞｸﾄ

1-16:２～３号機非常用電源ｹｰﾌﾞﾙ連絡ﾀﾞｸﾄ

1-8:１号機共通配管ﾀﾞｸﾄ（東側）

1-7:１号機共通配管ﾀﾞｸﾄ（北側）

1-14:２号機共通配管ﾀﾞｸﾄ 1-36:４号機共通配管ﾀﾞｸﾄ

1-6:１号機海水配管ﾄﾚﾝﾁ

1-18:２号機海水配管(SW)ﾄﾚﾝﾁ

1-31:４号機海水配管ﾄﾚﾝﾁ(SW系)

1-37:廃棄物処理建屋間連絡ﾀﾞｸﾄ

ﾌﾟｰﾙ水

ｻｰｼﾞﾀﾝｸ建屋

減容処理建屋

ALAP

主排気ﾌｧﾝ建屋

補助建屋

３号機 ４号機

C/B C/B

#1 R/B

#2 R/B
Rw/B

Rw/B

C/B

#3 R/B
Rw/B

C/B

#4 R/BRw/B

1-10:１号機ﾎｯﾄｼｬﾜｰﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ連絡ﾀﾞｸﾄ

1-26:３号機ｵﾌｶﾞｽ配管ﾀﾞｸﾄ(南側)

1-33:集中環境施設廃棄物系共通配管ﾀﾞｸﾄ

焼却工作室建屋

1-39:４号機海水配管ﾄﾚﾝﾁ

#1 T/B #2 T/B #3 T/B

#4 T/B

1-11:１号機ﾎﾟﾝﾌﾟ室 循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出弁ﾋﾟｯﾄ
1-15:２号機ﾎﾟﾝﾌﾟ室

循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出弁ﾋﾟｯﾄ
1-24:３号機ﾎﾟﾝﾌﾟ室

循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出弁ﾋﾟｯﾄ
1-32:４号機ﾎﾟﾝﾌﾟ室

N

：点検できない範囲（高線量・支障物）

：滞留水 有（101Bq/cm3ﾚﾍﾞﾙ以下）

：滞留水 無

：滞留水 有（103Bq/cm3ﾚﾍﾞﾙ以上）

：滞留水 有（102Bq/cm3ﾚﾍﾞﾙ以上）

凡　　例

：滞留水 有（H24.1以前の点検で

　103Bq/cm3ﾚﾍﾞﾙ以上が想定される）

：閉塞箇所
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【1～4号　建屋間gap　概要図】

2015年3月3日

1号T/B 

3号T/B 4号T/B 

3号R/B 4号R/B 3号Rw/B 4号Rw/B 

3号C/B 4号C/B 

1,2号機 

3,4号機 

参考資料－５ 
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注記：各建屋間gapの配管貫通部における高さ方向の概略位置をO.P.表記で示す。 
    4000＋の表記は図面等から4000以上に配管貫通部がある可能性を示す。 

建屋間ギャップ位置 

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 



１／２号機　地下一階平面図、建屋断面図

無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

2015年3月3日
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３／４号機　地下一階平面図、建屋断面図

無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

2015年3月3日
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参考資料６ （２／２） 

下屋 

T/B上屋 

下屋 

T/B上屋 

T/B 
T/B 

T/B T/B 

R/B R/B 

4号カバー 3号SFPがれき撤去中 

▼OP.約2500 ▼OP.約2500 ▼OP.約2500 ▼OP.約2500 
▼OP.1900 

▼OP.300 
▼OP.1900 

▼OP.300 

R/B R/B 

RW/B 

T/B R/B T/B R/B 

▼OP.-300 ▼OP.-300 

RW/B 
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